
海老名市総合教育会議

令和５年度 第１回

令和５年４月１５日（土）
えびなこどもセンター ２０１会議室

協議事項
１ 教育大綱について
２ 不登校支援について
３ 「学校の新しい生活様式」ガイド

ライン（改訂版2023.4.1）につい
て

協議事項
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協議事項１

教育大綱について

次期海老名市教育大綱について次期海老名市教育大綱について

１ これまでの経過

２ 次期海老名市教育大綱（最終案）

３ 今後のスケジュール
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１ これまでの経過①１ これまでの経過①

令和４年７月16日 令和４年度第１回総合教育会議

・見直しの方向性を確認

９月20日 社会教育委員会議

・社会教育委員から意見聴取

10月24日 えびなっ子しあわせ懇談会

・えびなっ子しあわせ懇談会委員から

意見聴取

11月26日 令和４年度第２回総合教育会議

・教育委員から意見聴取

１ これまでの経過②１ これまでの経過②

令和４年12月23日 教育課題研究会①

１月16日 教育課題研究会②

１月26日 教育課題研究会③

令和５年２月17日 学校長から意見聴取

２月25日 令和４年度第３回総合教育会議

・教育委員から意見聴取

３月３日～４月３日

パブリックコメントの実施

素案をもとに、教育長
と教育委員が協議
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＜第３回総合教育会議における主な意見＞

意見（概要）

「包摂性の高い教育的・社会
的支援の推進」という表現が
分かりにくい。

学校の教職員の働き方の改革
が重要。

日時 令和５年２月２５日(土)１０時～１２時

対応

「包摂性」の表現は残しつつ
も、分かりやすい表現を補足
する。

学校のＤＸ化の促進や新たな
部活動の在り方等の事業を推
進していく。

募集期間 令和５年３月３日(金)～４月３日(月)
意見結果 ６件（１名）

＜パブリックコメントの意見＞

意見（概要）

①学校再編計画を早急に進めて
ほしい。
②通学路の安全確保、敷地内の
安全対策の推進について強力に
取り組んでほしい。
③学校給食において地産地消を
強力に進めてほしい。

④学童保育所利用料の保護者負
担軽減を要望する。

⑤文化財近隣の開発注視につい
て
⑥保育料の第２子軽減について

回答

①ご意見として賜ります。教育大綱の下、進め
てまいります。
②ご意見として賜ります。通学路の安全確保や
敷地内の安全対策を教育大綱の下進めてまいり
ます。
③ご意見として賜ります。学校給食における地
産地消を教育大綱の下進めてまいります。

④ご意見として賜ります。保護者負担軽減策は
各種取り組んでおり教育大綱の下進めてまいり
ます。
⑤ご意見として賜ります。(関係課へ情報提供)

⑥ご意見として賜ります。(関係課へ情報提供)
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２ 次期海老名市教育大綱（最終案）２ 次期海老名市教育大綱（最終案）

☆最終案については別紙のとおり
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●積極的な学校再編計画の推進
●健康・安全安心のための環境整備
●魅力ある学校給食の実現
●保護者負担経費軽減策の充実
●放課後児童クラブの充実

●子ども・学校支援事業の実践
●若者の活躍と市民活動への参加促進
●社会教育計画の再構築
●特色ある図書館運営の推進
●文化財の保護と積極的な活用

●インクルーシブ教育の推進
●不登校支援体制の充実
●スクールライフサポートの充実
●ライフ・スタディサポートの推進

●学校経営の在り方と
主体的な予算編成の検討

●学校のＤＸ化の促進
●「幼保小の架け橋プログラム」の導入
●新たな部活動の在り方の検討

●授業改善の実践

●教育支援体制の充実

●特色ある学校づくりの推進

教育施策の の柱
わたしたちは

「ひびきあう教育」
の理念のもとに

●子どもたち
ひとりひとりの

をめざします

●家庭・学校・地域の
「しあわせ」のために

「しあわせをはぐくむ教育」のまち海老名
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新たな部活動の
在り方の検討

特色ある学校
づくりの推進

特色ある図書館
運営の推進

◆魅力ある学校給
食の実現

◆保護者負担経費
軽減策の充実

インクルーシブ
教育の推進NEW

◆包摂性の高い教育とは◆
子どもたちひとりひとりが、
その個性や能力に応じた教
育を受ける機会を与えられ

ていること

３ 今後のスケジュール３ 今後のスケジュール

令和５年４月15日 令和５年度第１回総合教育会議

・新教育大綱（最終案）の協議

４月25日 最高経営会議 決定

⇒公表

-7-



協議事項２

不登校支援について
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小学校105人

令和３年度不登校（年間30日以上の欠席） 266人

中学校161人
  66人に１人   21人に１人

２クラスに１人 １クラスに１人

課題①

【小】不登校児童
数

課題②

【中】不登校生徒
の

課題③
【小】【中】不登校要因の

課題①小学校不登校児童の急増 【経年変化と全国との比較から】
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海老名市不登校児童数
小学校105人（過去最多)
令和2年度の1.5倍
66人に1人の出現率

課題①小学校不登校児童の急増 【経年変化と全国との比較から】

全国不登校児童数
小学校81,498人（過去最多）
令和2年度の1.3倍
77人に1人の出現率

全国以上の急増、出現率

１.５倍
66人に１人

（過去最多）

１.３倍
77人に１人

（過去最多）

課題②中学校不登校の⾧期化【90日以上の不登校全国との比較から】

海老名市
90日以上不登校生徒数
中学校不登校生徒161人中
113人（全体の70％）

全国
90日以上不登校生徒数
中学校不登校生徒163,442人
中
98,645人（全体の60%）

90日以上の長期不登校生徒数は、
全国よりも、１０％多い。

※小学校90日以上不登校児童数・・・海老名市38％、全国44％

113人 （全体の70％） 98,645人 （全体の60％）
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課題③不登校の要因について
無気力・不安、生活リズムの乱れに起因するもの
は小中ともに多い。

友人関係に起因するものは中は多いが小は少ない。

課題③不登校の要因について

ひとつの要因によらず、本人、家庭、学業、学校での
対人関係等、様々な要因が複合している。

無気力・不安、生活リズムの乱れに起因するものは小中ともに多い。
友人関係に起因するものは中は多いが小は少ない。

海老名市の不登校の課題

①小学校の不登校児童の急増
②中学校の不登校の⾧期化
③複雑化する不登校の要因

誰ひとり
取り残さない
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家庭訪問（学習支援・心のケア等）

担任等

スクール
ソーシャル
ワーカー

家庭訪問（家庭のサポート等）

自宅からなかなか
出られない

他機関連携・支援

オンライン学習支援
【e ホーム・ラーニング】

オンラインの学習教材で、
・自分のペースで自学自習！
・小１～中３までの学習内容！
・動画やクイズ形式で楽しく学ぶ！

自宅で勉強したい
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eホーム・ラーニング
好きな時間に
好きな教科から
楽しく学習できる

ここまで
できたぞ！

学習内容 学習成果

評価・励まし等

eホーム・ラーニング

もっと
やってみよう！  
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フリースクール
不登校支援団体

教育支援教室
びなるーむ

民間
団体

海老名市
教育支援センター

自宅以外の学びの居場
所ってないかな？
学校は、まだちょっと…

教育支援教室
びなるーむ

海老名市
教育支援センター

自分のペース
で通室

学習・体験活動・コミュニケーション

学校復帰・自立・高校進学
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教育支援教室
びなるーむ

海老名市
教育支援センター

学校と連携

高校進学に向けて
進路指導

進学

学校復帰

フリースクール
不登校支援団体

民間
団体
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フリースクール
不登校支援団体

民間
団体

海老名市不登校支援団体連絡会

居場所、学習支援の委託・連携市⇒不登校支援団体連絡協議会に委託金

フリースクール
不登校支援団体

教育支援教室
びなるーむ

民間
団体

海老名市
教育支援センター

学校に行きたい！！
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学校に
行きたい！！

教室

校内フリースペース

小学校 別室教室 中学校 心の教室

校内フリースペース＝学校内の居場所・学びの場

中学校全６校に設置
生徒４０人が通室

心の教室相談員30名派遣

小学校全13校
児童60人に個別対応

別室登校支援員30名派遣
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教室

校内フリースペース

担任等による学習支援
スクールカウンセラー等の支援

支援員による学習支援

教室

校内フリースペース

教室の授業を
受けてみたい

教室の授業を  動画配信 
・学習支援
・教室復帰にむけての支援

教室の様子はこんな
なんだあ、安心した。
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教室

〇個別最適化された 「わかる」 授業

〇ひとりひとりに応じた支援
・・・学校の包摂性を高めていく

だれもが安心して過ごせる教室

学級における、個別
の支援を考える

この児
童への
支援

スクール

ソーシャルワー
カー

スクール
カウンセラー

担任・学年職員
養護教諭

教育相談
コーディネーター

保護者

休み時間の
過ごし方
フォロー

当番活動
の時に声
かけ

落ち着け
る場所の
確保
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休み時間の
過ごし方
フォロー

スクールカウ
ンセラーと面

談

日本語の
サポート

黒板が見
えやすい
席に

発表する時
声かけ

給食食べ
る時間確
保

着替え等
の

場所配慮

次の時間は
校内フリー
スペースへ

音声読み上
げ教科書を
使う

ひとりひとりの場面に
応じた支援を計画し、
実施する。

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援この児

童への
支援 この児

童への
支援

この児
童への
支援
この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援この児

童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援この児

童への
支援

この児
童への
支援
この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援この児

童への
支援この児

童への
支援 この児

童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援この児
童への
支援

この児
童への
支援

この児
童への
支援

多様な１人１人である
子どもたち全員の
支援を考え実施する。

この児
童への
支援

誰ひとり
取り残さない

-20-



「学校の包摂性」を高めていくことが
〇不登校の未然防止
〇不登校児童生徒の学校復帰
〇不登校児童生徒の自信回復、進学、
自立…への支援に繋がっていく。

「誰一人取り残さない」
教育支援体制を
作り上げる！
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